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さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

６月1２日(土)の土曜授業の日に，今年度の家庭教育
学級の開講式並びに人権学習（いのちのコンサート）が
開催されました。今回は，講師に大野正喜さんと萩原き
よみさんを招聘し，演奏を通して「命」について考えま
した。児童生徒や保護者は歌に込められた願いや想い等
を心で感じながら聞き入っていました。
今年度も充実した家庭教育学級を目指していきたいと

います。今後も，多くの学級生（保護者）の皆さんの御
参加をよろしくお願いいたします。

７/ １ (木) 租税教室・期末テスト(6/29～）

７/ ２ (金) 不審者対応訓練（５校時）

スクールカウンセラー教育相談

７/ ７ (水) 校内弁論大会（中学 ６校時）

７/ ８ (木) 委員会活動

７/10 (土) 校内水泳大会

学校保健委員会・学級ＰＴＡ

７/15 (木) 薬物乱用防止教室(小5・6 中学)

7/16 (金) 親子読書の日

7/17 (土) 青少年育成の日

7/18 (日) 家庭の日市民総ぐるみ清掃活動

7/20 (火) 終業式

7/21 (水) 水難事故防止運動強調期間(～8/31)

7/26 (月) 学校評議員会・崎原活性化委員会

公立高等学校生徒募集定員策定に係る

説明会 市親子理科教室[植物・昆虫]

7/30 (金) 市親子理科教室[貝採集]

６月2５日（金）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本
を通じて親子が共有す
る時間をもちましょう。

５月14日（金）に児童生徒会が中心となって新入生・
転入生歓迎レクリエーションが行われました。司会・進
行から全て自分たちで役割を決めて実施しました。心の
こもったプレゼントもあり，楽しく活動ができました。
特にレクリエーションでは。「王様じんとり」と「スイ
ッチゲーム」を行い大いに盛り上がりました。

６月７日（月）の５校時にプール開きが行われました。梅雨時期ということ
で天気が心配されましたが，当日は太陽が照りつける絶好のプール日和となり
ました。最初に校長先生が，児童生徒に２つのお願いをしました。１つ目は「水
は危険なので，ふざけないでプールで泳いでほしい。」ということ。２つ目は
「水泳は得意・不得意があるので一人一人が自分の目標を立て，精一杯泳いで
ほしい。」ということでした。
そのあと，山下先生と体育部のメンバーでイラストを使ってプール利用上の

注意事項を確認しました。最後に６年生の田畑紗さんが安全の誓いを大きな声
で述べました。
準備運動をした後，シャワーを浴びて入水。みんな最初は冷たい水に恐る恐

る足を入れていましたが，水に慣れてくると気持ちよさそうに水に戯れていま
した。授業ではバタ足をしたり，水中を歩いたり走ったりしました。授業の最
後に大・小プールに分かれて碁石拾いのゲームをし，下学年のチームが勝利し
ました。

５月21日（金）に奄美警察署や安全協会
の方々を講師に招聘し，交通安全教室を行
いました。始めに交通マナーのDVDを視聴し
安全意識を高めました。次に小１～小３は
道路を渡る練習をし，小４～中３までの児
童生徒は自転車の点検と乗り方について学
びました。１学期の充実を目指して

校 長 長﨑 克則

この１学期も，市の教育施策地域である【地域に根ざしたふる
さと教育】～あまみの子どもたちを光に～を意識して教育活動を
実践してまいりました。本校の子どもたちは全体的に落ち着い
た学校生活の中でそれぞれに可能性を伸ばしているように見え
ます。
授業中の姿を紹介させていただきますと，みんなが気持ちを

揃えて活動に取り組んでいる様子や，助け合いながら学習をし
ている光景が目に入ってくるのです。

この背景には，それなりの理由があります。一つ目は，子ど
も間で自分や友だちの長所を褒めたり認めたりする機会が多く
見られることです。
学校での学習活動や生活を通して，お互いの長所に気づくよ

うにしています。
二つめは，子ども間で問題解決させるような取組をしている

ことです。委員会活動等でも，リーダーを中心に協力し合い，
。納得のいく結果を出すところまで高めることができたようです

私たち職員も資質向上を図り，確かな指導力をつける努力を
通して，家庭との連携を密にしながら，子どもたちをよりよい
方向へ導くために努力してまいります。

。これから１学期の締めくくりの時期を迎えます
新型コロナウイルス感染症拡大防止に十分配慮し
つつ，交通事故や水難事故なども絶対に起こらな
いようにみんなの力を結集させていきたいもので
す。皆様の御理解・御協力をいただきますよう，
どうかよろしくお願いいたします。

～ 標本寄贈のお礼 ～
本校卒業の愛川教夫様の御家族よ

り，貝やセミエビの標本を寄贈してい
ただきました。校内に展示させていた
だくと共に奄美の自然の素晴らしさを
子どもたちにも伝えていきたいと思い
ます。ありがっさまりょうた。




